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　17兆2329億円。
　何の金額かお分かりになりますか？平成
25年度の総務省当初予算（政府案）の総額で
す（※）。私は、ここ３年ほど、省全体の予算の
責任者として、あるいは、情報通信関係施策の
予算の取りまとめ役として、予算業務に携わ
っています。
　予算は、どの費目に幾らの歳出を当てるか、
「項目」とそれに該当する「金額」の羅列ではあ
りますが、政府として、どの施策を重点的に行
うか、「重点施策の表現」でもあります。納め
て頂いた税金を国民生活の向上のためにどう
使うか、この重要な課題に応えるためには、多
くの作業が必要となります。
　予算の作業は、概算要求の相当前から実質
的にスタートします。審議会などで様々な課
題の議論を行い、パブリックコメントなども
経て取りまとめる報告書には、予算施策を含
め政策の方向性が盛り込まれます。それらの
施策を、要求枠の中にメリハリをつけて割り
振り、大臣はじめ政務とのご議論、ご指示を頂
いたうえで、要求原案を作ります。さらに、与
党の議論・了承を得て、概算要求として財務省
に提出します。要求後も、財務省説明、野党説
明など年末まで息を抜く暇のない作業が続き
ます。最近は大型の補正予算が組まれること
も多く、切れ目なく予算作業があると言って
も過言ではない状況です。
　東日本大震災時には、携帯電話がつながら
ず大変な思いをされた方も多いのではないで
しょうか。災害時に自分や家族の命を守るた
め、情報がどれだけ重要か、私たちは身をもっ
て知ることとなりました。災害に強い携帯等
の実現に向けた研究開発や補助事業にも予算
を確保しています。その他、サイバーセキュ
リティ、最先端技術の研究開発や海外展開な
ど、多くの課題に十分な予算を配分するのは
なかなか大変で、省内外の調整に走り回る毎
日が続きます。

　就職以来、様々な経験をさせて頂いていま

すが、印象深い仕事のひとつは、電気通信の消
費者行政施策の責任者として、多くの法律を
手掛けたことです。インターネットが急速に
普及し始めた時期であり、迷惑メールや違法
有害情報などの新たな課題が次々に持ち上が
っていました。「プロバイダ責任制限法」は、
当時作った法律の一つですが、10年間で最
高裁を含め40近い判決例が出ています。そ
れだけインターネットの利用について、新た
なルールが必要とされているということでし
ょう。
　地域社会に密着した行政に携わることも総
務省ならではの経験です。私は、東京都世田
谷区の副区長として、３年半にわたり福祉や
まちづくりに取り組みました。住民の皆さん
の個々の要望に日々、直接に接しながら、政策
を作り実現していきました。全てが上手く運
ぶとは限りませんが、職員と熱く議論し、新し
い保育サービスを実現したことなど、自治体
での経験は私の大切な糧となっています。

　公務員としての仕事のためにも、家庭、地域
社会での当たり前の生活を大切にしたいと思
っています。中学生になった息子は、今はも
う私の身長を追い越してしまいましたが、幼
児の頃は議会答弁の前日など大切な時に限っ
て高熱を出し、夜中におぶって救急に駆け込
むこともありました。上司・部下の理解をい
ただいて、実質的にテレワークも取り入れな
がら、何とか好きな仕事を続けさせていただ
いています。（もちろん、家事育児を見事にシ
ェアしてくれている夫にも感謝です！）

　携帯電話やインターネットはますます社会
に浸透し、これまで人類が経験したことのな
い社会変革が起きています。コミュニケーシ
ョンはもちろん、教育、ものづくり、農業など、
あらゆる営みが情報通信技術によって変わる
時代が来ています。ぜひ、一緒に未来予想図
を作っていきましょう。お待ちしています。

　情報通信政策課は非常に大きな課で、業務
は多岐にわたりますが、私はその中でも、情報
通信分野における政府と総務省の架け橋の役
割を担う仕事をしています。総務省の情報通
信分野全体を取りまとめ、局内外を調整する
中で、省全体や政府の動きを見渡すことがで
き、非常に勉強になる職場だと日々感じてい
ます。また、様々な課とやりとりする機会が
多いことから、省内の知り合いが増えること
も、この課の良いところの一つです。仕事に
一区切りがついたときなどは、関係課の皆さ
んと飲み会を開くことも多く、職場から一歩
離れたところで様々なお話をしながらお酒を
飲む時間は、普段とはまた違う格別な時間で
す。
　そんな課の中で、一際輝きを放っていらっ
しゃるのが山田参事官です。どんなときも強
いリーダーシップで、課のみならず、局全体を
引っ張ってくださいます。そんな参事官も、
家庭では一児の母。毎日お弁当も作っていら
っしゃるとか。仕事のみならず家庭も両立し
ていらっしゃる山田参事官は女性職員の憧れ
です。目標となるかっこいい先輩方の後ろ姿
を見ながら、日々成長できる、そんな職場に恵
まれたことを非常に嬉しく思っています。

情報通信ネットワークは
心をつなぎ　いのちを守る

予算の取りまとめ役として

山田 真貴子

情報通信が変える未来を提示する

　インターネット、スマートフォンに代表される情報通信サービスは、私たちの日常生活に深く入り込み、必要不可欠なツールとなるだけでなく、大きく

社会経済を変えつつあります。また、その変革は、国内にとどまらず、全世界を巻き込み、地球全体を一体化、フラット化していると言えます。情報通信技

術が日本の元気の源泉となり、さらに、日本社会・国際社会が抱える複雑な課題の解決に貢献するよう、

　① 情報通信サービスの利活用推進、災害に強い情報通信インフラ構築の推進などの重点施策を省内だけでなく、政府内、国会、民間の関係者などのご意

　　見を聞きながら政府予算として取りまとめ、推進します。

　② 情報通信の現状と将来像を「情報通信白書」として取りまとめ、閣議報告を経て発表し、政策の方向性を提示します。

ある1日のスケジュール
Schedule

一人の生活者として

一緒に未来予想図を作っていきましょう

消費者行政から自治体の舵取りまで

山川 真梨恵
（平成24年入省）

情報通信国際戦略局
情報通信政策課

総務省情報通信国際戦略局
参事官

Yamada　Makiko
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出勤
新聞のクリッピングをチェック。
補正予算の動きが各省で活発にな
っている。こちらも頑張ろう！

起床
息子と自分のお弁当を作り、
朝食用に果物・野菜スムージー
を飲む。１日の始まり。

自民党本部で総務部会に出席
部屋に入りきらない程の出席者。補正
予算案の説明に対し、国会議員の先生
方から質問。放送コンテンツの海外展
開や情報セキュリティについてご関
心が高く、できるだけ丁寧に回答。

部会から戻って少し遅めの昼食
最近は、カロリーコントロールと栄
養バランスを考え、できるだけお弁
当を持参。

大臣レク
局長、総括審議官、関係課長とと
もに大臣室に入り、これからの
政策検討体制についてご相談。

情報通信白書について局内で打合せ
 ７月発表の白書のテーマや調査設計に
ついて、担当室と議論。米国の製造業の
新しい動きをもっと詳細に調べようと
いうことに。

働く女性の異業種交流勉強会に出席
私が世話人を務めているこの勉強会
は、３年以上続いている。今日は、某
企業のトップをお招きし、食事をし
ながら意見交換。今日も帰宅は遅く
なりそう。

若手職員の声
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※地方交付税等財源繰入れを含みます。
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郵政省採用

　同　通信政策局国際企画課

 英国留学（ロンドン大学）

 郵政省放送行政局業務課国際放送係長

下田郵便局長

郵政省貯金局営業課課長補佐

　同　大臣官房国際部国際政策課課長補佐

　 同　大臣官房人事部人材開発課調査官

 文部省学術国際局学術情報課学術情報基盤
整備推進室長

 総務省総合通信基盤局電気通信事業部
料金サービス課電気通信利用環境整備室長

　 同　総合通信基盤局総務課調査官

世田谷区助役

　同　副区長

 総務省総合通信基盤局国際部国際政策課長

　 同　情報通信国際戦略局国際政策課長

　 同　総合通信基盤局総務課長

　 同　大臣官房会計課長

現職


